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総務大臣政務官 兼 内閣府大臣政務官 

小林 史明 
Fumiaki Kobayashi 

Parliamentary Vice-Minister for Internal Affairs and Communications 

Parliamentary Vice-Minister of Cabinet Office 

AI.IoTなどの現状と未来、    
地元企業への提言 

BSB15 t h  



変 化 ①  
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人 口 減 少  
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北 朝 鮮 ・ ア メ リ カ 間 の 動 向  
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中 国 の 急 速 な 経 済 成 長  

日 本 

2007年 2017年 

4.5  4.9  

中 国 

2007年 2017年 

3.5  11.9  

GDP(国内総生産)が日本の2倍以上に 

兆ドル 兆ドル 兆ドル 兆ドル 

（出典）IMF World Economic Outlook October 2017 
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中 国 で 進 む キ ャ ッ シ ュ レ ス  



人 生 1 0 0 年 時 代 の 社 会 保 障  
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第 4 次 産 業 革 命 と は  
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8 社会的課題 

 

世界の人口：70億(2011年)→96億（2050年）*1 

         その約70%が都市に居住(2050年)*1 

日本の人口：1.3億(2010年)→1億人割れ(2055年)*2 

 ６割の居住地域の人口が2010年比で50%以下 
   ２割の居住地域の人口が０に(2050年)*3  

人口 

世界のエネルギー需要は2010年比で80%増(2050年)*1 

温室効果ガスは2010年比で50%増(2050年)*1 

世界平均気温は産業革命前と比べ3-6℃増（21世紀末）*1 

資源・環境 

OECD諸国：15％(2010年)→25%以上（2050年）*1 

日本：23％(2010年)→38%（2050年）*2 

高齢化率(65歳以上） 

世界の経済規模:2016年の約2倍超(2050年)*4 

日本のGDP順位: 世界4位(2016)→8位(2050年)*4 

(購買力平価ベース。中、印、米、インドネシア、ブラジル、ロシア、メキシコの次） 

経済成長 

*1 OECD環境アウトルック2050(2012）、*2 2017年版高齢化白書(2017） 
*3 国土交通省予測(2017）、*4 PWCレポート(2017) 

 ICTを最大限に活用して社会的課題の解決と経済的発展の

両立を図ることが必要 

＜ICTによる解決が期待される社会的課題の例＞ 

○人口減少、高齢化 
○労働人口需給ギャップ 
○食料需給ギャップ 
○インフラ維持管理の限界 
○エネルギーや資源の需給ギャップ 

ICTの活用による課題解決に向けて 

SDGs 
持続可能な 
開発目標 



各 世 代 の 就 労 状 況   
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テクノロジーによる地域課題の解決 

公共バスの増便に比べ 

約2,500万円／年 

の費用低減 

人力で延べ1,500時間

かかる作業が数秒で完了 

    就職できたママ      44% 

仕事時間確保できたママ 33％ 

2割減 

急ブレーキ 

人身事故 

7割減 

埼玉県さいたま市
の例 

AIを活用した保育所入所選考
システムの実証を実施 

北海道天塩町の例 

住民同士の「マイカー相乗り」による 
過疎地の交通課題解決 

奈良県生駒市 
秋田県湯沢市の例 

「子育てシェア」の普及による 
多様な子育てニーズの充足・ 
地域人財の活躍支援 

埼玉県の例 

シビックテック シェアリングエコノミー シェアリングエコノミー 

事故多発箇所や危険箇所を 
提供する「セーフティマップ」に基づく 

道路の安全対策 

オープンデータ 



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

60歳くらいまで 
11.8 

65歳くらいまで 
21.4 

70歳くらいまで 
23.6 

働けるうちはいつまでも 
29.5 

75歳くらいまで 
10.1 

76歳以上 
2.7 

無回答 
1.0 

６５．９％ 

資料出所：内閣府 「平成25年度 高齢者の地域社会への参加に関する意識調査」（2013年） 
            （注１）60歳以上の男女を対象とした調査（n=1,999） 

フルタイムの社員・職

員 24.2 53.9 15.9 
2.9 

2.1 

0.5 

0.6 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

パートタイム（短時間勤務など）の社 自営業・個人事業主・
フリーランス（家族従

在宅就 無回

その他 

【60歳以降の希望する就業形態】 
 

農林漁業（家族従業者を含む） 

資料出所：内閣府 「平成25年度 高齢期に向けた「備え」に関する意識調査」（2013年）  
            （注2） 35～64歳の男女を対象とした調査（n=2,214）。 【60歳以降の希望する就業形態】の対象は35～64歳の男女のうち、60歳以降も収入を伴う就労の意向がある者。 

高い就労意欲をもつ60歳以降の世代 

【60歳以降の収入を伴う就労の意向と就労希望年齢】 
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そろいはじめたツールたち 

テクノロジーの社会実装が全てのカギ 

IoT 

AI 

クラウド・ビッグデータ 

AR・VR ドローン 

ウェアラブルデバイス 

スマートロボット 

ナノマシン 

（Designed by Freepik） 

８K 

4 



産 業 革 命 の 歴 史  
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第１次産業革命 
（18-19世紀） 

第２次産業革命 
（19世紀後半） 

第３次産業革命 
（20世紀後半） 

第４次産業革命 
（21世紀） 

蒸気機関、紡績機の出現。工業制機械工業の幕開け。 

新たな動力源（石油、電力）の出現。 
大量生産・大量消費の時代の到来。 

インターネットの出現、ICTの急速な普及。 

AIによる自動化、IoTの発展。社会・経済構造の変革 

…
 



第 4 次 産 業 革 命 と は  
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自 動 運 転 （ T e s l a ）  
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R o m a  2 0 0 3  
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R o m a  2 0 1 5  
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A m a z o n G o  
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変化をチャンスへ 

持続的な経済成長の実現 

テクノロジーの徹底的な活用がカギ 
3 
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そろいはじめたツールたち 

テクノロジーの社会実装が全てのカギ 

IoT 

AI 

クラウド・ビッグデータ 

AR・VR ドローン 

ウェアラブルデバイス 

スマートロボット 

ナノマシン 

（Designed by Freepik） 

８K 

4 
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あらゆるモノがインターネットにつながることで 
モノのデータ化や自動化等が進展し 
新たな付加価値を生み出す世界 

インターネット 

小売（衣料） 

スマートハウス 

食品 

自動車 

ヘルスケア 

フィンテック 

I o T （ I n t e r n e t  o f  T h i n g s ） と は  
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超高速 

多数同時接続 

超低遅延 

⇒ ２時間の映画を３秒でダウンロード 

⇒ ロボット等の精緻な操作を 

  リアルタイム通信で実現 

⇒ 自宅部屋内の約100個の 

  端末・センサーがネットに接続 
   

５Ｇで何が変わるか 

最高伝送速度 10Gbps（LTEは数100Mbps）  

1ミリ秒程度の遅延（LTEは10-20ミリ秒） 
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テクノロジーによる地域課題の解決 

公共バスの増便に比べ 

約2,500万円／年 

の費用低減 

人力で延べ1,500時間

かかる作業が数秒で完了 

    就職できたママ      44% 

仕事時間確保できたママ 33％ 

2割減 

急ブレーキ 

人身事故 

7割減 

埼玉県さいたま市
の例 

AIを活用した保育所入所選考
システムの実証を実施 

北海道天塩町の例 

住民同士の「マイカー相乗り」による 
過疎地の交通課題解決 

   奈良県生駒市 
   秋田県湯沢市の例 

「子育てシェア」の普及による 
多様な子育てニーズの充足・ 
地域人財の活躍支援 

埼玉県の例 

シビックテック シェアリングエコノミー シェアリングエコノミー 

事故多発箇所や危険箇所を 
提供する「セーフティマップ」に基づく 

道路の安全対策 

オープンデータ 
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圧倒的な効率化 
 

人への示唆の高度化に 
よる新しい価値の創造 

（人とAIの協調） 

見える化 分析 対応 

経営判断 対人ケア 新商品開発 

安全・安心 品質管理 

知性 

知識 

情報 

データ 

ゴールが定まった問題 

ゴールが1つに定まらない問題 

データなどの収集・分析などによる品質管理等、ゴールが定まった問題への対
応については、AIが圧倒的な効率化に効果を発揮する。 

（ＮＥＣ提供資料をもとに作成） 

A I と 人 の 役 割 分 担  



ＡＩ活用による生産性向上 



ＡＩ活用による技能継承 



ＡＩ活用による技能伝承、利益拡大 



ＡＩ活用による利益拡大 



I oTを活用した金型最適成型 
（株式会社  岐阜多田精機）  



データ利活用等による生産性向上の事例① 
( ド イツの大手自動車部品メーカー )  



データ利活用等による生産性向上の事例② 
(日本の中小企業  廃棄物リサイクル業 )  
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実現へのアプローチ プラットフォーム創りへ 

サービスデザイン思考を実践する 
イノベーションの拠点として活用 

地域の「知恵の場」を整備 

 

地域金融機関 

 

自治体  

地場産業 

 

地域住民・NPO 

 

ベンチャー 

 

大学（文・理問わず） 

 

国の出先機関 

地域資源の発信等による 
国内外の需要の取り込み 

 

地域メディア 
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実現へのアプローチ アジャイル志向へ 
ｘＴＥＣＨ 

利用者目線で｢共感｣し、
ニーズを発掘し、 

取り組むべき課題を抽出 

課題解決のアイデア
を創造 

アイデアを具現化 
現実世界に落とし込む 

利用者も関与する形で 
評価・改善 

徹底した 
利用者目線 

フィールド実験 
（多数のステーク
ホルダーが参画） 

可能なものから順次 
開発・実験を反復 

各産業界、テクノロジー系企業、関係省庁、大学等の学術研究機関など多様な関係者が関与 

サービスデザイン アジャイル 

オープン 
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ＩｏＴ、オープンデータ等の基盤整備 

世界最先端の情報通信インフラの整備 

国民の生活を豊かにするデジタルコンテンツの流通 
コ
ン
テ
ン
ツ 

イ
ン
フ
ラ 

・・・ 

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム 

医療 
 

ＩＣＴ 

教育 
 

ＩＣＴ 

地域 
 

ＩＣＴ 

防災 
 

ＩＣＴ 

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

実 証 

実 装 

好循環 

安心・安全を確保するサイバーセキュリティ対策 

働き方 
 

ＩＣＴ 

I C T 利 活 用 政 策 の 考 え 方  



第４次産業革命のテクノロジーを実装した社会 
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現実世界 

IoT（センサー・カメラ） 
５G等の情報通信基盤 

分析データを活用したオープンイノベーション 

データを基に分析 

サイバー空間 

様々なデータを 
生成・収集・流通 

様々なモノ・機械・ヒト 労働力不足 

医療費増大 資源枯渇 

介護負担増大 

社会的課題の解決 



課題先進国としての貢献 
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国連SDGs等へ貢献 

国際的な議論に 
先行的に提示 

AgriTech 

EdTech FabTech GovTech 

課題先進国として 
「解決モデル」を開発 

・・ 

・・ 
CityTech 

MobiTech 

MedTech 

HealthTech 

19  


